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「事故は慣れと心の油断から起きる」 
 草刈機取扱い安全講習会が開催され、１３８人

の会員が受講しました。労務上の事故は、戦後の

経済発展に伴い新しい機械の使用が多くなったこ

とで急激に増加し、その後、「正しい使い方」講習

会の開催などにより減少してきました。このこと

が示すように、先ずは機械をよく知り正しい使い方を学ぶことが大切です。講習会

に参加していると、「機械は使っているのだけど、これに参加しないと仕事ができな

いから・・・」などの声も聞こえますが、慣れた人こそ年に一回は初心に返り、改

めて事故のない安全就業を考える機会とすることが大切です。    

また、草刈り機使用による振動から身を守るため、３０

分使用したら５分休む（振動を発生する仕事から離れて

違う作業を行なう）などを心掛け、自ら自分の安全管理

を行いましょう。 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

脚立の使用は慎重に 月刊「シルバー人材センター」５月号、難波公正氏（８５）から 

 植木剪定作業中に脚立から落下して起きる事故が多い。

難波氏も、作業を終えて下った時一番下のステップを地面

と勘違いして、足が空を切ってしまい仰向けに尻から落ち

てしまったことがあるそうです。落ちた頭の先にはブロッ

クがあって、あと１０センチ先に落ちたら大きな事故にな

るところだったと書いていました。 

 ※その後、こんな工夫をしているそうです。 

脚立の、目の高さのステップと一番下のステップに赤い印をつ

けて注意をしている。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

平成２７年度の事故状況   （シルバー保険、自動車保険対象事故） 

１ 傷害事故  ９件  内訳 ①草刈り中の蜂刺され ２件  ②転倒 ３件 

               ③その他 ４件 

２ 物損事故 １０件  内訳 ①草刈り作業中 ４件  ②車両事故 ３件 

               ③その他 ３件 



３ 過去５年間の事故発生状況  

 

 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

事 故 件 数 １２   ８ １６ １３ １９ 

（内、草刈中の事故件数）  （４）  （３）  （４）  （２）  （６） 

※２５年度４件の内１件は傷害事故、２７年度６件の内２件は傷害事故です。 

 

事故の中には、一歩間違うと重篤事故につながるものもあります。普

段から健康管理と、就業前の用具の点検・仕事内容の確認を必ず行い防

げる事故は防ぎましょう。 
／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

 

適正就業について 

私たちは、シルバー人材センターがお客様と契約し、その内容の

とおりに請負って仕事をしています。センターから就業案内を受けていますが、会

員一人ひとりが一事業主であり両者間に雇用関係はありません。適正な就業を行う

ためには、先ずお客様との契約内容を正確に把握しておく必要があります。皆さんは、仕

事を請ける時、お客様は誰なのか、どんな仕事をやるのか（契約内容）などをよく

確認しているでしょうか・・・。基本的事項について必ず確認しておきましょう。 

事故が起きた場合の多くはシルバー保険による対応となりますが、基本的には就

業の全てが事業主である会員の責任で行われます。そして、契約内容の仕事が終了

した時、代金の請求ができ、会員が「配分金」を受けられることになります。 
 

…………………………………………………………………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

会員の声 

何かあった時、「〇〇さんは、前もそうだったからきっと今度も・・・」と聞くと、

つい安易に同調してしまうことがあります。 

 先日、ある先輩から「物事を判断する時は、先ず話をよく聞き、自分の目で見て 

手で触ってみることが大切である」と言われました。

その状況をよく確認してから判断するということで

す。心に残った大切な一言でした。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「事故対応は、正確な状況把握から」               金峰山五丈岩より富士を望む 
／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

編集後記                   

事故はどんな種類の仕事でも起きる可能性があります。就業

前の「安全チェック」を必ず行いましょう。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

秩父市野坂町１－１３－１４ 、電話 ０４９４－２２－４４５４ 

秩父市シルバー人材センター  、安全・適正就業委員会 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 


